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１．プロフィール１．プロフィール
u 名称
u （英文表示）
u 代表者
u 本店所在地
u 創立
u 資本金
u 店舗数

u 従業員数
u 預金
u 貸出金
u 連結子会社

株式会社 高知銀行
THE BANK OF KOCHI,LTD.
取締役頭取 伊野部 重晃
高知市堺町２番２４号
昭和５年１月２０日（１９３０年）
１２０億４４百万円 (０６年３月３１日現在）
７１店舗 （０６年３月３１日現在）
高知県 ５８店舗 愛媛県 ６店舗
徳島県 ３店舗 香川県 １店舗
東京都、大阪府、岡山県 各１店舗
１，０２５人 （０６年３月３１日現在）
８,５２５億円 （０６年３月３１日現在）
７,１３８億円 （０６年３月３１日現在）
株式会社 高銀ビジネス
オーシャンリース 株式会社
株式会社 高知カード

ⅠⅠ 当行の概要当行の概要
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熱 意
高知銀行は、限りない熱意をもって、地域の発展と
暮らしの向上に貢献します。

調 和
高知銀行は、調和のとれた経営をもって、お客さまの

信頼に応えます。

誠 実
高知銀行は、創意と誠実をもって、お客さまに奉仕

します。

２．経２．経 営営 理理 念念
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３．店舗ネットワーク３．店舗ネットワーク

3
2006（平成18）年6月1日現在

店 舗 合 計

Ａ Ｔ Ｍ 合 計

７１店舗
２４９台

３０店舗

１２店舗

１６店舗

１３店舗

１２２台

１２７台

高知市内の店舗

高知県東部の店舗

高知県西部の店舗

高知県外の店舗

店 舗 内 Ａ ＴＭ

店 舗 外 Ａ ＴＭ



ⅡⅡ 業容の推移業容の推移

１．損１．損 益益 状状 況況
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※資金利益 ＝ 資金運用収益－資金調達費用
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［百万円］

［期］

※コア業務純益 ＝ コア業務粗利益－一般貸倒引当金繰入額－経費

※コア業務粗利益 ＝ 業務粗利益（資金利益＋役務取引等利益＋その他業務利益）－債券損益

２．コア業務純益等２．コア業務純益等
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物件費

人件費
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単位：百万円

691

695

609

681

687

税金

13,7154,9538,06605（平成17）年3月期

7,880

8,261

8,939

9,103

人件費

13,4904,91806（平成18）年3月期

13,8114,93904（平成16）年3月期

14,8365,21503（平成15）年3月期

15,3335,54202（平成14）年3月期

経費合計物件費

［百万円］

［期］

３．経３．経 費費

15,333 14,836
13,811 13,715 13,490



４．利４．利 鞘鞘
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2.322.322.302.302.47

1.701.701.73
1.89
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0.88
0.960.90

0.760.76

0.41 0.41
0.57 0.62 0.62
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［％］
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7,158 6,917 6,890 7,027 7,138

22.1122.9423.3122.5621.80
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［億円］

貸出金末残

５．預金・貸出金等

8,878
8,400 8,414 8,459 8,525

72.1072.9672.6171.95
67.90
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［％] ［％]

Ø貸出金末残・預金末残Ø貸出金末残・預金末残



その他 10.08%

香川県 1.81%

徳島県 3.56%

9.07%愛媛県

高知県

75.48%

中小企業等
（中小企業、自営業、個人） 85.49%

大企業その他 14.51%

その他 3.83%

香川県 1.58%

徳島県 3.72%

5.98%愛媛県

個人 74.85%

一般法人 19.03%
高知県

84.89%

金融機関・政府公金 6.12%

総貸出金残高に占める地元貸出金（平成１８年３月末）

総預金残高に占める地元預金（平成１８年３月末）

総貸出金残高
7,138億円

高知県内貸出金残高
5,388億円

高知県内預金残高
7,237億円

総預金残高
8,525億円
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Ø高知県内における預金・貸出金Ø高知県内における預金・貸出金
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総貸出金に占める比率
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中小企業等貸出比率の推移

[億円] [％]

［期］

貸出金残高

貸出先数

大企業その他
0.22%

中小企業等
（中小企業、自営業、個人）

99.78%

大企業その他
17.44%

中小企業等
（中小企業、自営業、個人）

82.56%

中小企業等に対する
貸出金の割合

Ø中小企業等貸出Ø中小企業等貸出
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547560566 564549
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[億円]

当行の残高・件数推移

[件]

［期］

＜出所：高知県信用保証協会「Monthly Report」＞

39.0738.6437.4736.78
34.64

40.1440.3539.5038.7238.45
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当行のシェア推移

［期］

[％]

Ø高知県保証協会保証債務残高Ø高知県保証協会保証債務残高



12

1,230 1,248 1,2271,1951,155

17.7617.8517.27
16.14

17.19

0
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900
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1,500
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0

5

10

15

20

住宅ローン残高

総貸出金に占める比率

住宅ローンの残高推移

[億円] [％]

［期］

n こうぎんローンセンターは土曜日も営業

場所：高知銀行本店南側「こうぎんローンセンター」

営業時間：平日および土曜日9:00～16:00

（銀行休日を除く）

n 提携商品等

四国総合信用(株）の保証付住宅関連ローン各種

住宅金融公庫との提携商品

「こうぎん長期固定金利住宅ローン（公庫買取型）
フラット３５」

n キャンペーン等

住宅ローン金利優遇キャンペーン実施中

平成18年5月1日～平成18年9月29日

多 様 なニーズに対応

Ø個人ローン（住宅ローン）Ø個人ローン（住宅ローン）
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365 351363376

4.92

5.65
5.28 5.46 5.17
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0

1
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5

6

消費者ローン残高
総貸出金に占める比率

消費者ローンの残高推移

[億円] [％]

目的ローン

［期］

2005年10月から
フリーローン・モア発売

Ø個人ローン（消費者ローン）Ø個人ローン（消費者ローン）

教育ローン

n こうぎん教育ローン

高校以上の学校への入学または在学するご子弟
の教育資金等にご利用いただけます。
＊在学中の返済元金措置もご利用いただけます。

n こうぎん学資ローン
高校以上の学校への入学または在学するご子弟
の教育資金等にご利用いただけます。
＊在学中の教育資金が極度額内で反復してご利用
いただけます。

オートローン

n こうぎんオートローン
自動車購入資金、運転免許取得資金、車検費用
など自家用車関連資金にご利用いただけます。
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個人預金総額

6,044 6,109 6,172 6,1476,028

0
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02/3 03/3 04/3 05/3 06/3

[億円]

［期］

Ø個人預金Ø個人預金
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総額（個人・法人）

[億円]

［期］

Ø預り資産Ø預り資産
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0
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02/3 03/3 04/3 05/3 06/3 ［期］

[億円]

うち個人

40,92623,64213,2506,0652,201う ち 個 人

48,38126,64415,5237,5032,448総額（個人・法人）

2006年3月期2005年3月期2004年3月期2003年3月期2002年3月期

生命保険

国 債

投資信託

生命保険

国 債

投資信託

預り資産合計額 単位：百万円
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7.67 7.88
8.34 8.57

7.377.11
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7.39
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自己資本比率
[％]

国内基準

13.17

13.54
12.74

9.64

10.40

0.660.650.510.55 0.58

0

5

10

15

02/3 03/3 04/3 05/3 06/3

ROE ROA

ROE（コア）、ROA(コア）
[％]

［期］ ［期］

６．主な経営指標
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72.47
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74.32
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[％]

※自己資本比率 ＝ 自己資本額÷リスク・アセット

※TierⅠ比率 ＝ 基本的項目÷リスク・アセット

※ＲＯＥ（コア） ＝ コア業務純益÷資本勘定平残

※ＲＯＡ（コア） ＝ コア業務純益÷総資産平残

※ＯＨＲ（コア） ＝ 経費÷コア業務粗利益

［期］

リスク・アセット：資産をその信用リスクに応じて定められたリスク

ウェイトを乗じて換算した額を合計したもの

基本的項目 ：資本金、準備金、剰余金等
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７．不良債権への取り組み
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[億円] [％]

[期]

金融再生法開示基準に基づく債権



８．経営改善支援への取り組み

19

u ２００３（平成１５）年９月

融資統括部内に「経営改善支援チーム」を組織

u ２００５（平成１７）年３月

地域型企業再生ファンド
「南国土佐再生ファンド投資事業有限責任組合」（総額２０億円）を設立

（株式会社四国銀行、独立行政法人中小企業基盤整備機構、四銀キャピタル
リサーチ株式会社との共同出資）

u ２００５（平成１７）年９月

融資統括部内に企業支援の専担部署「企業支援室」を設置

経営改善支援取組先として３００先を設定

２００３年度～２００４年度に５５先のランクアップを実現



経営改善支援先 平成17年4月～9月
ランクダウン

ランクアップ

20

23先

268先

9先

300先

平成17年4月～平成18年3月

最終ランクアップ目標

37先

245先

18先

230先

70先

期末に債務者区分が上昇した先

期末に債務者区分が変化しなかった先

期末に債務者区分が下降した先

Øランクアップ状況Øランクアップ状況
実績（２００５年４月～２００６年３月）実績（２００５年４月～２００６年３月）

平成19年3月



９．有価証券の状況
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うち外国株式

うち外国債券

100.00168,991100.0021,409100.00147,581100.00154,899100.0013,703100.00141,196合 計

－－－－－－－－

12.6721,409100.0021,4098.8513,703100.0013,703

16.2227,417100.0021,4094.076,00712.7419,738100.0013,7034.276,035その他の証券

8.8915,028－－10.1815,0286.8110,544－－7.4710,544株 式

26.5244,808－－30.3644,80825.1638,970－－27.6038,970社 債

8.7814,841－－10.0614,84115.2823,670－－16.7723,670地 方 債

39.5966,896－－45.3366,89640.0161,975－－43.8961,975国 債

構成比構成比構成比構成比構成比構成比

合 計国際業務部門国内業務部門合 計国際業務部門国内業務部門

平成18年3月末平成17年3月末

単位：百万円、％

Ø有価証券期末残高Ø有価証券期末残高



ⅢⅢ 新中期経営計画「こうぎん維新」について新中期経営計画「こうぎん維新」について

１．名１．名 称称
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新中期経営計画新中期経営計画 「こうぎん維新」「こうぎん維新」

～～ 新たなステージへ新たなステージへ ～～ あしたをあしたを元気に！元気に！ビビッドバンクビビッドバンク

～ 計画期間 平成１８年４月から平成２３年３月 ～

・平成１８年３月の株式上場をステップとして、向こう５年間を「高知銀行の維新の時代」と

位置付け、前中期経営計画「チャレンジ３１」により取り組んできた「３つの革新」と「１つ

の改革」をさらに推し進めていく。

～ 第一次計画期間 ：平成１８年４月からの２年間 ～

・「高知銀行の新しい時代」の礎を築く

・不良債権処理と債務者区分のランクアップへの取り組みを強化

～ 第二次計画期間 ：平成２０年４月からの３年間 ～

・第一次計画の結果を踏まえ、経営の力点を再確認のうえ策定する。



２．経営目標２．経営目標《《当行の目指す銀行像当行の目指す銀行像》》

23

～～ 「地域密着型リテールバンク」としてのバリューアップに向けて「地域密着型リテールバンク」としてのバリューアップに向けて ～～

u お客さまにとって・・・・・役に立ち信頼される銀行

u 株主にとって・・・・・・・・格付け評価が高く信認の厚い銀行

u 地域社会にとって・・・・使命を果たし発展に貢献する銀行

u 職員にとって・・・・・・・・魅力的で夢と希望を実現できる銀行

３．経営基本方針と重点戦略３．経営基本方針と重点戦略
「収益力の強化」と「不良債権比率の改善」という経営課題に取り組むため、３つの基本方針と５つの重点
戦略を定め、これまで取り組んできた革新と改革をさらに推し進める。

～～ 経営基本方針経営基本方針 ～～

u 「高収益構造への転換」
・経営の効率化と資産の健全化を進め高収益構造への転換を実現する。

u 「経営力の強化」
・リスク管理と内部統制態勢の高度化を進め経営力を強化する。

u 「地域貢献力の向上」
・地域金融機関としての社会的責任を果たすため地域貢献力を高める。
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～～ 重点戦略重点戦略 ～～

u 「運用力の強化」

u 「金融サービス力の強化・ＣＳの向上」

u 「リスク管理態勢の高度化・内部統制強化への取組み」

u 「地域活性化のための各種施策との連携等」

u 「人財力の強化・ＥＳの向上」

４．数値目標４．数値目標
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u 「運用力の強化」

・貸出金の増加と利回りの確保

・有価証券の収益性の向上

・フィービジネスの強化

u 「金融サービス力の強化・ＣＳの向上」

・お客さまのニーズにマッチした商品の提供

・預り資産の増加

・インターネットバンキングの機能整備と取引口座の拡大促進

・企業再生支援等の事業経営支援の取組強化

・顧客満足度調査の継続実施による営業施策の見直し

～～ 経営力強化のために経営力強化のために ～～

u 「リスク管理態勢の高度化」

・新ＢＩＳ規制への態勢整備

・統合リスク管理態勢の整備

・各種リスク管理手法の高度化

・危機管理態勢の見直し

５．重点施策５．重点施策
～～ 高収益構造への転換のために高収益構造への転換のために ～～

u 「内部統制強化への取組み」
・適時開示態勢の整備

・金融検査評定制度等を活用した自己検証機能の強化



u 「収益管理態勢の整備」
・収益管理方法の再構築および予実管理態勢の強化

～～ 地域貢献力の向上のために地域貢献力の向上のために ～～

u 「地域活性化のための各種施策との連携等」

・産学官との連携の強化

・地元経済団体等との連携の強化

u 「ＩＲ活動・ＣＳＲへの取組強化」

・決算説明会の実施

・ホームページによる開示活動の強化

・広報誌の見直し

・店舗のバリアフリー化
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～～ 上記施策を円滑に実施・機能させるために上記施策を円滑に実施・機能させるために ～～

u 「人財力の強化」

・マナー研修の実施、外部機関研修への参加

・再雇用者の雇用の実施と能力アップのための研修体制の整備

u 「ＥＳ・職員のモチベーションの向上」

・キャリアパスの多様化等、人事処遇制度の見直しの検討



６．概６．概 要要 図図
新 中 期 経 営 計 画 「 こ う ぎ ん 維 新 」
～ 新 た な ス テ ー ジ へ ～ あ し た を 元 気 に ！ ビ ビ ッドバ ン ク

平成１８年３月１日の株式上場を踏まえ、平成１８年４月からを「高知銀行の新しい時代」、向こう５年間を「高知銀行
の維新の時代」と位置付け、当初２年間を第一次計画期間、３年目以降を第二次計画期間として、前計画「チャレン
ジ３１」により取り組んできた「３つの革新」と「１つの改革」をさらに推し進め、ステークホルダーとの揺るぎない信頼
関係の構築を実現いたします。

（計画期間 平成１８年４月～平成２３年３月）

目指す銀行像

《経営目標 》

～ 「地域密着型リテールバンク」としてのバリューアップに向けて ～

お客さまにとって・・・・・役に立ち信頼される銀行
株主にとって・・・・・・・・格付評価が高く信認の厚い銀行
地域社会にとって・・・・使命を果たし発展に貢献する銀行
職員にとって・・・・・・・・魅力的で夢と希望を実現できる銀行

目指す維新後の姿
（数値目標）

高収益構造への転換
経営の効率化と資産の健全化を進め
高収益構造への転換を実現する
経営力の強化
リスク管理と内部統制態勢の高度化
を進め経営力を強化する
地域貢献力の向上
地域金融機関としての社会的責任を
果たすため地域貢献力を高める

経営基本方針

第一次計画終了後（平成２０年３月）

コア業務純益 ６０億円以上
連結自己資本比率 ９．２％以上
不良債権比率 ７．２％以下

第二次計画終了後（平成２３年３月）

コア業務純益 ７０億円以上
連結自己資本比率 １０．０％以上
不良債権比率 ４．０％以下

運用力の強化
金融サービス力の強化・ＣＳの向上
リスク管理態勢の高度化・
内部統制強化への取組み

地域活性化のための各種施策との
連携等

人財力の強化・ＥＳの向上

重点戦略
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お問い合わせ先
株式会社高知銀行 経営統括部

ＴＥＬ：088-822-9311 ＦＡＸ：088-871-7121

ＵＲＬ：http://www.kochi-bank.co.jp/

Ｅ－ｍａｉｌ：kouhou@kochi-bank.co.jp

お問い合わせ先
株式会社高知銀行 経営統括部

ＴＥＬ：088-822-9311 ＦＡＸ：088-871-7121

ＵＲＬ：http://www.kochi-bank.co.jp/

Ｅ－ｍａｉｌ：kouhou@kochi-bank.co.jp

本資料には、当社グループの将来の業績、経営目標などに関する記述が含まれております。

こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。

将来の業績は、経営環境の変化等により異なる可能性があることにご留意ください。


